
令和６年度事業方針（案） 

岐中社と県内の実践を連動させ，アップデートする１年に                              

 主務：古田 伸二  

 昨年度は，コロナ感染症が 5類に移行されたため，西濃地区大会や授業研究委員会を対面式と

オンライン配信を同時に行いながら実践を積み上げた。コロナ禍は，これまでの経験や考え方など

を土台として，様々な人が重視する価値に折り合いを付けながら，「どのようにすれば無駄を省き，

より効果的にできるか」という選択・判断をする場を与えてくれた。このように，生徒たちも，今後， 

未知の状況での問題に直面することがあるだろう。よって，社会についてより深く理解し，それを土

台としてよりよい選択・判断力が必要になると考えている。 

西濃地区大会や授業研究委員会では，岐中社の研究の取り組みを県下に浸透することができた

と感じている。特に，「価値に関する認識を形成する授業」の実践を重ねることで，公共的な事柄に

自ら取り組もうとする資質や能力の育成，つまり，『主体的に社会の形成に参画する力を育てる社

会科学習』の実現に向けて取り組むことができた。今年度も，「価値に関する認識を形成する授業」

の実践を行うために，生徒の考察，選択・判断を行うための支えである「事実に関する認識を獲得

する授業」で，質の高い理解(認識の深まり)を追求した授業を大切にしたい。その際，よりよい社会

のあり方や自己の生き方を見いだし，主体的に社会に参画する力を育てるために，教師がどんな手

立てを講じると効果的かを検証していくと良いと考えている。 

 以上のことを踏まえ，今年度は次の４点を大切にしていきたい。 

 

 

 

 

  

これまで岐中社は，授業研究委員会での実践や社会科研究の作成を通して，岐阜県で大切に

されてきた財産の普及を図る役割を果たしてきた。これに加えて，国や全国の動向，各地区での発

表等を通して，先進的な実践の開発を図る役割も担うようになってきており，本会が岐阜県の社

会科教育に与える影響は極めて大きいものであると感じている。だからこそ，岐中社と各地区の

代議員，研究委員を中心として，授業の実践を積み上げ，県下に発信していくことができるように，

連携をより一層深めていくことが大切だと感じている。 

これまで岐中社にかかわってくださった諸先輩方から｢一人ぼっちの社会科をつくらない。｣とい

う言葉を聞いたことがある。初任者の先生,講師の先生,初めての中学校勤務の先生,免外の先生

など，この社会科研究が授業実践のバイブルとなるよう研究をしていく役割も担っている。 

最後に，岐中社の目的は，「中学校社会科教育の実践に努め，その成果や課題を交流し合って

資質や能力の向上を図るとともに，岐阜県中学校社会科教育の充実，発展に寄与すること（岐阜

県中学校社会科研究部会 規約 第１章総則 第２条目的）」である。この原点を忘れることなく，生

徒たちのよりよい未来のために，会員の皆様と充実した研究を行う一年としたい。 

１．研究の深化  授業研究委員会，学会，他県の研究大会等を通して研究内容の深化を図る。 

２．研修の充実  夏季ゼミや授業研究委員会，講演，研修の機会等における内容の充実を図る。 

３．情報の共有  代議員，授業研究委員，大学等の連携により，各支部における情報の共有を図る。 

４．小中の研究の共有 小中の研究の方向や，付けさせたい力の情報共有を図る。（小社との連携） 

             

             

 



令和６年度事業計画（案） 

（１）第１回運営委員会         ４月３０日（火） 岐阜市教育研究所 南舎１階研修室１ 

 

（２）第１回代議員会          ５月２３日（木） 岐阜市教育研究所 中舎４階大研修室 

  ・新役員の承認・事業及び会計の報告・事業計画案及び予算案の承認 

 

（３）第１回授業研究委員会      ６月１２日（水） 岐阜市教育研究所 中舎３階大研修室 

  ・各分野における実践計画・授業者の決定 

 

（４）北方領土問題に関する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）その他に関わる事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）第２回授業研究委員会       8月 20日（火） 

午前：夏季ゼミ 講師：岐阜大学准教授 田中 伸 先生（予定）  午後：授業研究委員会 

会場 午前：関市西部ふれあいセンター  午後：関市立小金田中学校 

    

（７）授業研究委員会 各分野の計画に従って授業研究会 ９月～１２月（２回程度） 

 

（８）全中北海道大会への参加     １１月 7日（木） ～ 8日（金） 札幌市 

 

（９）第３回授業研究委員会       １２月 9日（月） 岐阜市教育研究所 中舎３階大研修室 

  ・各分野の研究実践のまとめ      ・北方領土事業報告 

  ・研究全体のまとめと今後の方向   ・成果刊行物(社会科研究)の原稿検討 

 

（10）第２回運営委員会          １月２4日（金）   岐阜市教育研究所 南舎１階研修室１ 

  

（11）第２回代議員会            ２月２1日（金）  岐阜市教育研究所 中舎３階大研修室 

  ・事業報告及び会計中間報告の承認   ・次年度の研究の方向を確認 

・北方領土問題教育者会議（東海北陸ブロック）…２名（ 宮﨑 大輔 ・ 稲垣 直斗 ）  

 

・北方領土問題全国教育者会議…１名（ 古田 伸二 ）  

                         

・北方領土問題を考える東海北陸中学生のつどい  ※福井県 

中学生５名 運営担当学校（可児市立中部中学校），視察：（養老町立高田中学校：長堀真人）  

                      

H28東濃→H29岐阜→H30西濃→Ｒ１美濃→Ｒ２西濃→Ｒ３飛騨→R4・R5西濃→R6 (可茂)  
 

・岐阜県社会科課題追究学習作品展の審査員…３名（ 内海 照幸 ・ 前島 久恵 ・ 長堀 真人 ）  

第一次審査：9/20(金)午後 開催場所：総合教育センター 

 

・岐阜県児童生徒地図作品展の審査員…２年委嘱：３名（ 梅村 亮介 ・ 本間 祐一 ・古田 伸二 ）  

R5：勝野 陽介，今津 伸也，稲垣 直斗 参加   ※年間４回実施予定６月，７月，９月，１月 

 

・名古屋国税局管内国税モニター…２年委嘱：１名（R5,R6 古田伸二 ）  

 

・岐阜県統計グラフコンクール審査員…３名（R6:依頼なし），（R7,R8，R9は依頼ありの予定） 

 

・帝国書院 社会科アドバイザー ～R５：勝野 陽介 R6：未定 

令和７年度に，教育者

会議が岐阜県開催の

ため，運営につなげる。 


